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書
評宗

鳳
鳴
記
述
『
趙
紫
陽
軟
禁
中
的
談
話
』
香
港
開
放
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年

林　

秀
光

　

こ
れ
は
異
色
な
著
書
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
談
話
の
話
し
手
趙
紫
陽
は
、
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
）
の

最
高
指
導
者
に
あ
た
る
中
共
中
央
総
書
記
で
あ
っ
た）

1
（

。
趙
紫
陽
は
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
で
失
脚
し
、
一
六
年
間
に
わ
た
る
自

宅
軟
禁
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
外
部
の
世
界
と
は
断
絶
さ
れ
て
い
た
。
旧
友
で
あ
る
本
書
の
筆
者
は
厳
し
い
監
視
を
く
ぐ
り
ぬ
け
「
気
功

師
」
と
偽
っ
て
百
回
以
上
自
宅
訪
問
し
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
会
話
を
詳
細
に
記
録
し
た
。
本
書
は
趙
紫
陽
が
軟
禁
さ
れ
た
約
二
年
後
の

一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
か
ら
死
去
す
る
直
前
の
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
四
日
ま
で
、
約
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
趙
紫
陽
の
心
境
を
記

録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

中
共
の
政
治
文
化
に
お
い
て
、
パ
ー
ジ
さ
れ
た
高
級
幹
部
に
は
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
や
経
験
し
た
そ
の
時
々
の
権
力
闘
争
を
「
不

説
不
写
」（
話
さ
な
い
、
書
か
な
い
）
と
い
う
不
文
律
が
あ
る
。
趙
紫
陽
自
身
も
自
伝
の
執
筆
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
積
極
的

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
等
身
大
の
趙
紫
陽
を
知
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
彼
が
経
験
し
た
天
安
門
事

件
を
は
じ
め
、
最
高
指
導
部
層
に
お
け
る
権
力
闘
争
や
政
策
の
分
岐
を
知
る
最
良
の
書
と
な
ろ
う
。
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趙
紫
陽
は
多
く
の
談
話
に
お
い
て
、
共
産
党
一
党
支
配
の
理
論
と
歴
史
を
反
省
し
批
判
し
た
上
で
、
中
国
社
会
に
お
け
る
思
想
啓
蒙

と
新
し
い
観
念
の
樹
立
の
必
要
性
、
議
会
政
治
の
導
入
や
連
邦
自
治
な
ど
の
政
治
改
革
の
構
想
に
ま
で
言
及
し
て
い
た
。
中
国
政
治
の

主
流
に
い
た
中
共
高
級
幹
部
の
回
顧
録
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
中
共
一
党
支
配
の
失
敗
の
歴
史
に
つ
い
て
反
省
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う

な
大
胆
な
政
治
構
想
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、
中
共
に
よ
っ
て
パ
ー
ジ
さ
れ
た
彭
徳
懐
、
ソ
連
に
亡
命
し
た
王
明
、
国
民

党
に
寝
返
り
、
失
意
の
ま
ま
香
港
と
カ
ナ
ダ
に
亡
命
し
た
張
国
濤
の
著
作
に
も
こ
の
よ
う
な
構
想
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

そ
れ
は
、
趙
紫
陽
が
マ
ル
ク
ス
主
義
や
一
党
支
配
の
理
論
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
晩
年
の
趙
紫
陽

は
軟
禁
さ
れ
た
状
況
の
な
か
で
、
中
国
社
会
の
現
実
に
適
応
す
る
発
展
の
道
を
絶
え
ず
模
索
し
て
い
た
。
趙
紫
陽
は
、
マ
ル
ク
ス
が
社

会
主
義
、
共
産
主
義
以
外
の
道
も
社
会
を
近
代
化
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
予
見
で
き
な
か
っ
た
点
や
、
さ
ら
に
は
、
マ
ル
ク
ス

が
想
像
し
た
道
は
実
践
が
証
明
し
た
よ
う
に
も
は
や
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
設
計
し
た

モ
デ
ル
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
現
在
、
こ
の
枠
組
み
か
ら
脱
出
す
べ
き
で
あ
る
と
、
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
は
発
展
す
る
中
で
自

己
調
整
し
前
進
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
な
に
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
主
義
あ
る
い
は
計
画
に
よ
っ
て
推
し
進
め
る
も
の
で
は
な
い
と

い
う
認
識
を
示
し
、
中
国
の
問
題
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
趙
紫
陽
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
学
説
を
放
棄
し
な
け

れ
ば
、
民
主
政
治
は
実
現
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
中
国
社
会
を
支
配
し
て
き
た
マ
ル
ク
ス
主
義
や
一
党
支
配
の
理
論
と
決
別
し
て
い

る
。

　

そ
し
て
趙
紫
陽
は
常
に
時
局
に
関
心
を
も
ち
、
江
沢
民
時
代
の
執
政
、
現
政
権
の
指
導
者
胡
錦
濤
に
も
厳
し
い
批
判
を
加
え
て
い
る
。

彼
は
胡
錦
濤
が
提
起
し
た
中
共
の
執
政
能
力
の
強
化
は
、
依
然
と
し
て
一
党
支
配
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
、
社
会
の
矛

盾
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
社
会
的
な
危
機
を
深
め
る
だ
け
で
あ
る
と
の
懸
念
を
示
し
た
。
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長
年
に
わ
た
る
談
話
の
中
で
、
趙
紫
陽
の
共
産
党
員
と
し
て
の
限
界
も
見
え
隠
れ
し
た
が
、
趙
紫
陽
は
、
共
産
党
一
党
支
配
か
ら
民

主
的
な
政
治
体
制
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
中
国
の
出
路
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
共
産
党
政
権
か
ら
パ
ー
ジ
さ
れ
、

軟
禁
さ
れ
た
身
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
本
書
で
示
さ
れ
た
共
産
党
の
元
最
高
指
導
者
、
共
産
党
員
で
も
あ
る
趙
紫
陽
の
思
索
は
今
後
の

中
国
の
進
む
べ
き
道
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　　

天
安
門
事
件
後
に
趙
紫
陽
関
連
の
著
書
が
十
数
冊
香
港
で
出
版
さ
れ
て
い
る）

2
（

。
評
者
は
そ
の
す
べ
て
に
目
を
通
し
て
い
る
。
関
連
著

書
の
多
く
は
趙
紫
陽
の
在
職
中
の
ブ
レ
ー
ン
た
ち
に
よ
る
回
顧
で
あ
る
が
、
趙
紫
陽
が
率
い
た
経
済
改
革
と
政
治
改
革
の
政
策
過
程
を

知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る）

3
（

。
し
か
し
、
趙
紫
陽
自
身
が
語
る
天
安
門
事
件
の
内
実
や
上
述
し
た
晩
年
の
趙
紫
陽
の
思
索
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
本
書
の
み
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
本
書
は
筆
者
と
趙
紫
陽
の
思
想
的
な
共
鳴
と
真
理
の
追
求
の
産
物
で
も
あ
る
。
筆
者
宗
鳳
鳴
自
身
も
青
年
時
代
に
学
生
運

動
に
参
加
し
共
産
党
員
と
な
り
、
趙
紫
陽
と
と
も
に
革
命
戦
争
時
代
を
過
ご
し
て
い
る
。
彼
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
八
九
年
の

天
安
門
事
件
時
、
反
腐
敗
を
訴
え
た
学
生
に
同
情
的
で
、
武
力
鎮
圧
に
反
対
し
た
趙
紫
陽
の
主
張
に
共
鳴
し
て
い
た
。
彼
は
趙
紫
陽
談

話
の
記
録
者
の
み
な
ら
ず
、
趙
紫
陽
と
外
部
世
界
と
の
連
絡
を
取
り
持
つ
役
割
を
も
果
た
し
て
い
た
。
趙
紫
陽
に
最
新
の
情
報
を
提
供

し
、
ま
た
自
ら
の
考
え
を
率
直
に
話
す
こ
と
で
、
趙
紫
陽
の
評
論
を
引
き
出
し
て
い
た
。
本
書
は
ま
さ
に
そ
う
し
た
二
人
の
老
革
命
家

が
互
い
に
刺
激
し
あ
い
、
真
理
を
追
求
す
る
心
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。
趙
紫
陽
の
談
話
を
羅
列
し
た
だ
け
の
い
か
な
る
著
書
も
所
詮
情

報
の
寄
せ
集
め
で
し
か
な
い）

4
（

。
こ
れ
は
筆
者
を
お
い
て
誰
も
で
き
な
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
本
書
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ

ィ
が
あ
り
、
異
色
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



180

注（
1
）
趙
紫
陽
は
一
九
一
九
年
に
河
南
省
に
生
ま
れ
、
一
九
三
八
年
に
中
国
共
産
党
に
入
党
。
一
九
四
九
年
中
国
共
産
党
が
政
権
掌
握
後
、
広

東
省
共
産
党
委
員
会
第
一
書
記
な
ど
を
歴
任
し
、
文
化
大
革
命
中
に
失
脚
し
た
。
復
権
後
、
一
九
七
五
年
か
ら
の
五
年
間
の
四
川
省
党
委

員
会
第
一
書
記
時
代
に
は
、
当
時
の
主
流
に
逆
ら
っ
て
、
の
ち
に
「
四
川
経
験
」
と
呼
ば
れ
る
経
済
改
革
を
実
施
し
、
農
家
経
営
請
負
制

を
導
入
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
川
省
で
は
農
業
生
産
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、「
メ
シ
が
欲
し
け
れ
ば
、
趙
紫
陽
を
探
せ
」
と
い
う
言
葉
ま

で
流
行
し
た
。

　
　
　

文
化
大
革
命
終
了
後
、
そ
の
経
済
運
営
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
鄧
小
平
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
。
一
九
七
九
年
に
共
産
党
中
央
委
員
会

政
治
局
委
員
に
昇
格
し
、
八
〇
年
に
は
華
国
鋒
の
後
任
と
し
て
国
務
院
総
理
（
首
相
）
に
就
任
し
た
。
党
総
書
記
の
胡
耀
邦
と
と
も
に
鄧

小
平
を
支
え
る
「
車
の
両
輪
」
と
称
せ
ら
れ
た
。
八
七
年
一
月
に
胡
耀
邦
総
書
記
の
辞
任
を
受
け
総
書
記
代
行
に
就
任
し
た
。
同
年
一
一

月
に
中
共
第
一
三
期
中
央
委
員
会
第
一
回
全
体
会
議
で
総
書
記
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　

一
九
八
九
年
五
月
胡
耀
邦
の
死
去
を
機
に
、
共
産
党
幹
部
の
腐
敗
へ
の
対
策
な
ど
を
求
め
て
天
安
門
広
場
に
集
ま
っ
た
学
生
や
労
働
者

に
対
し
て
、
武
力
で
は
な
く
、
対
話
に
よ
る
解
決
を
主
張
し
た
が
、
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
中
国
共
産
党
は
戒
厳
令
の
も
と
、
中
国
人
民
解

放
軍
を
介
入
さ
せ
天
安
門
広
場
に
い
た
学
生
と
労
働
者
に
対
し
て
銃
口
を
向
け
た
。
こ
れ
が
「
天
安
門
事
件
」（「
六
四
事
件
」
と
も
言

う
）
で
あ
る
。
趙
紫
陽
は
武
力
介
入
に
反
対
し
た
た
め
、
天
安
門
事
件
直
後
の
六
月
二
三
日
に
開
か
れ
た
中
共
第
一
三
期
中
央
委
員
会
第

四
回
全
体
会
議
に
お
い
て
、「
動
乱
を
支
持
し
、
党
を
分
裂
さ
せ
た
」
と
し
て
全
役
職
を
解
任
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
七
日
死
去
す

る
ま
で
自
宅
軟
禁
に
置
か
れ
た
。

（
2
）
天
安
門
事
件
後
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
趙
紫
陽
の
実
名
が
消
さ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
趙
紫
陽
の
側
近

で
あ
っ
た
田
紀
雲
（
元
国
務
院
副
総
理
）
が
執
筆
し
た
「
国
務
院
大
院
的
記
憶
」（『
炎
黄
春
秋
』
二
〇
〇
七
年
第
七
期
）
の
な
か
で
、
趙

紫
陽
が
浪
費
に
反
対
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。「
同
志
」
と
い
う
呼
称
は
な
か
っ
た
が
、
事
件
後
初
め
て
「
趙
紫
陽
」
の
名
前
が

活
字
で
登
場
し
た
。

（
3
）
呉
国
光
、
張
偉
国
、
鲍
朴
編
著
『
紫
陽
千
古―

趙
紫
陽
記
念
文
集
』
香
港
太
平
洋
世
紀
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
：『
他
終
於
自
由
了
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―

趙
紫
陽
逝
世
風
雲
録
』
大
紀
元
網
站
第
一
手
報
道
、
二
〇
〇
六
年
：
陳
一
諮
、
厳
家
祺
『
趙
紫
陽
与
中
国
改
革―

記
念
趙
紫
陽
』

香
港
明
鏡
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

　
　
　

楊
継
縄
著
『
中
国
改
革
年
代
的
政
治
闘
争
』
香
港Excellent Culture Press

、
二
〇
〇
四
年
、
付
録
に
趙
紫
陽
と
の
談
話
を
三
回
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
楊
継
縄
と
趙
紫
陽
の
会
見
は
宗
鳳
鳴
が
同
席
し
て
お
り
、『
趙
紫
陽
軟
禁
中
的
談
話
』
も
そ
の
二
回
を
収
録
し
て
い

る
。
宗
鳳
鳴
著
『
理
想
・
信
念
・
追
求―

我
的
人
生
回
顧
与
反
思
兼
和
趙
紫
陽
談
話
的
一
些
回
憶
』
香
港
新
風
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年
：
呉
国
光
著
『
趙
紫
陽
与
政
治
改
革
』
香
港
太
平
洋
世
紀
研
究
所
、
一
九
九
七
年
。　

（
4
）
理
論
著
『
専
訪
趙
紫
陽―

一
九
九
二

-

二
〇
〇
四
與
友
人
的
談
話
』
香
港
精
誠
文
化
事
業
公
司
、
二
〇
〇
六
年
。
こ
の
本
の
内
容
は

香
港
の
新
聞
「
信
報
」
で
連
載
さ
れ
、
の
ち
に
「
明
報
」
に
も
四
期
連
載
さ
れ
た
が
、
宗
鳳
鳴
が
連
載
の
停
止
を
求
め
た
。
宗
鳳
鳴
に

よ
れ
ば
、『
趙
紫
陽
軟
禁
中
的
談
話
』
の
原
稿
を
香
港
で
出
版
社
を
探
し
て
い
る
間
に
盗
作
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
新
聞
で
連
載
さ
れ
、「
理

論
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
出
版
さ
れ
た
。
現
在
宗
鳳
鳴
が
出
版
社
を
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
て
い
る
。「
趙
紫
陽
談
話
録
引
起
版
権
争

議
」http://w

w
w
.epochtim

es.com
/b5/6/8/n1311257.htm

（
大
紀
元
網
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
三
日
ア
ク
セ
ス
）。　


